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来
年
４
月
ス
タ
ー
ト
と
な
る
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
は
、
子
供

の
育
ち
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ

と
を
理
念
と
し
、
こ
れ
ま
で
は
就

労
状
況
の
い
か
ん
で
分
け
ら
れ
て

い
た
保
育
と
支
援
の
隔
て
を
超
え
、

全
て
の
子
供
と
家
庭
へ
の
支
援
の

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
と
捉
え
ま

す
。
核
家
族
化
や
地
域
社
会
の
変

化
に
よ
り
子
育
て
不
安
や
孤
立
感

が
増
す
中
、
新
制
度
に
は
地
域
に

合
っ
た
地
域
型
保
育
給
付
と
地
域

子
育
て
支
援
事
業
の
計
画
を
立
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に

そ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

小
規
模
保
育
と
一
時
保
育
に
し
っ

か
り
と
財
源
を
確
保
し
、
認
可
保

育
園
を
つ
く
り
続
け
る
だ
け
で
は

な
い
柔
軟
性
の
あ
る
多
様
な
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
陳
情

で
は
、
直
接
契
約
化
も
問
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
と
保
育

所
側
の
双
方
が
情
報
を
得
て
選
択

す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
相
互
の
信

頼
関
係
が
生
ま
れ
る
と
い
う
点
で

意
義
が
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
陳
情
第
20
号
、

第
21
号
に
反
対
し
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
陳
情
者
の
「
十
分
な
議
論

を
」
と
い
う
点
に
は
全
く
同
感
で

す
し
、
新
制
度
を
生
か
し
て
い
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
に
も
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
も
に
よ
い
制
度

に
し
て
い
く
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

 
 

 

 
 

 
神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み　
議
員
）

全
て
の
育
ち
に
多
様
な
支
援
を

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
関
連
陳
情
に
反
対

　

平
成
25
年
の
財
政
調
整
基
金
残

高
が
、
昨
年
度
よ
り
約
４
億
５
０

０
０
万
円
増
の
12
億
９
３
０
０
万

円
余
の
予
定
と
な
っ
た
こ
と
は
、

全
庁
が
一
丸
と
な
っ
て
逼
迫
し
た

財
政
状
況
の
打
破
に
果
敢
に
取
り

組
ま
れ
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
市

長
は
じ
め
職
員
の
皆
様
の
ご
努
力

を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

国
の
交
付
税
減
額
措
置
に
伴
う

今
年
度
の
職
員
給
与
削
減
分
を
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
そ
の

う
ち
、
一
般
会
計
分
１
億
５
７
０

０
万
円
余
を
平
成
26
年
度
の
防

災
・
減
災
事
業
に
充
当
す
る
予
定

と
の
こ
と
で
す
。

　

国
会
に
お
い
て
も
、「
国
土
強

靭
化
基
本
法
」
が
成
立
し
、
被
災

地
の
復
興
と
と
も
に
防
災
・
減
災

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

公
明
党
（
安
田　

早
苗　
議
員
）

身
を
削
っ
て
の
財
源

防
災
・
減
災
事
業
へ
の
充
当
に
期
待

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
大

災
害
に
備
え
て
の
防
災
・
減
災
は

避
け
て
通
れ
な
い
大
事
な
事
業
で

あ
り
、
市
民
の
命
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
災
害
に
強
い
座
間
市
を
構

築
す
る
た
め
、
こ
の
貴
重
な
財
源

を
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
を
大

い
に
評
価
し
、賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
費
の
増

額
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
が
高

ま
り
、
今
年
施
行
し
た
障
害
者
総

合
支
援
法
に
よ
り
さ
ら
に
支
援
の

幅
が
拡
充
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す

利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、一
定
の
評
価
を
し
ま
す
。

　

議
案
第
67
号
、
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
賛
成

し
ま
す
。
本
議
案
に
は
、
本
年
第

３
回
定
例
会
で
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の

市
職
員
給
与
等
の
削
減
条
例
に
基

づ
く
給
与
等
の
減
額
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
日
本
共

産
党
座
間
市
議
団
は
、
本
年
第
３

回
定
例
会
で
市
職
員
給
与
等
の
削

減
条
例
の
議
案
に
対
し
、
反
対
理

由
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
反
対

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
本
議
案
は
、
障
が
い
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増
に
対
応

す
る
増
額
予
算
な
ど
民
生
費
の
補

正
増
が
中
心
を
な
し
、
さ
ら
に
私

立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
の
増

額
補
正
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
土
木
費
の
一
般
道
路
・
橋
り

ょ
う
維
持
管
理
事
業
費
に
台
風
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
被
害
に
対
し
て

緊
急
を
要
す
る
修
繕
費
用
や
、
道

路
新
設
改
良
費
の
北
部
地
区
総
合

交
通
対
策
事
業
費
と
し
て
、
市
道

５
号
線
整
備
の
増
額
補
正
な
ど
、

市
民
要
求
に
基
づ
く
即
応
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

消
防
費
の
消
防
職
員
の
被
服
費
な

ど
も
こ
の
補
正
予
算
に
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
全
体
的
に
必

要
な
施
策
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
策
の
改
善

で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
本
議
案
に

は
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一　
議
員
）

福
祉
や
豪
雨
被
害
の
修
繕
な
ど

市
民
要
求
の
即
応
予
算
に
賛
成

　

平
成
25
年
度
座
間
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
保
育
所
管

理
運
営
事
業
費
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
に
基
づ
く
新
制
度

の
開
始
に
向
け
、
質
の
高
い
保
育

を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
シ
ス

テ
ム
構
築
費
用
で
あ
り
、
了
と
し

ま
す
。
新
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
開

始
を
期
待
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
者

に
対
す
る
給
付
及
び
援
護
に
関
す

る
経
費
は
、
補
正
増
と
し
て
１
億

７
８
７
５
万
円
余
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
対
象
と
な
る
多

く
の
事
業
の
利
用
件
数
の
増
加
が

要
因
で
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
市

民
に
周
知
を
さ
れ
、
必
要
な
市
民

に
届
い
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、

引
き
続
き
高
齢
化
に
対
応
し
た
福

祉
を
望
み
ま
す
。

　

公
害
対
策
費
の
電
気
自
動
車
購

入
等
助
成
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

低
炭
素
社
会
実
現
に
貢
献
を
す
る

電
気
自
動
車
の
購
入
助
成
を
多
く

の
市
民
が
利
用
し
た
こ
と
を
評
価

し
ま
す
。
よ
り
、
市
民
に
電
気
自

動
車
を
活
用
し
て
頂
く
た
め
に
も
、

充
電
器
等
の
整
備
に
尽
力
頂
き
た

ざ
ま
大
志
会
（
伊
藤　

優
太　
議
員
）

市
民
目
線
の
取
り
組
み
を
評
価

い
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
維
持
費
の
道
路
の
維
持
管

理
や
安
全
対
策
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
緊
急
性
や
適
切
な
優

先
順
位
の
中
で
、
市
民
の
安
心
・

安
全
に
か
か
わ
る
自
然
災
害
等
へ

の
対
策
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
評

価
し
ま
す
。

　

座
間
市
母
子
等
福
祉
手
当
支
給

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
当
局
は
、

「
年
額
１
万
２
０
０
０
円
の
手
当

は
、
少
額
の
た
め
受
給
者
の
意
識

感
覚
が
低
い
こ
と
。
他
の
施
策
が

充
実
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
の

理
由
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
消
費
税
率
が
５

％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
消
費
税
の
逆

進
性
か
ら
し
て
低
所
得
の
母
子
家

庭
の
家
計
に
大
き
な
負
担
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
子
ど
も
一
人
（
子

ど
も
３
歳
以
上
）
の
母
子
家
庭
等

の
場
合
、
児
童
扶
養
手
当
・
児
童

手
当
・
母
子
等
福
祉
手
当
の
総
額

は
年
62
万
５
６
８
０
円
。
こ
れ
が

全
額
消
費
支
出
に
充
て
ら
れ
て
い

る
と
す
る
と
、
現
行
５
％
の
消
費

税
分
は
３
万
１
２
８
４
円
、
こ
れ

が
８
％
と
な
る
と
、
５
万
54
円
と

な
り
、
増
税
分
は
年
額
１
万
８
７

７
０
円
。
母
子
等
福
祉
手
当
の
１

万
２
０
０
０
円
を
超
え
て
し
ま
い

ま
す
。

　

年
額
１
万
２
０
０
０
円
は
少
額

だ
と
す
る
当
局
の
発
想
は
、
こ
う

し
た
母
子
家
庭
等
の
生
活
実
感
と

か
け
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
低
所
得
者
ほ

ど
負
担
の
重
い
消
費
税
の
増
税
が
、

い
か
に
家
計
を
圧
迫
し
、
消
費
支

出
を
減
退
さ
せ
る
の
か
と
い
う
認

識
が
乏
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
よ
っ
て
、
母
子
等
福
祉
手

当
の
廃
止
に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久　
議
員
）

年
１
万
２
０
０
０
円
は
少
額
か
？

母
子
等
福
祉
手
当
の
廃
止
に
反
対

　

議
案
第
67
号
「
平
成
25
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

の
歳
出
に
つ
い
て
、
総
務
費
の
財

政
調
整
基
金
費
が
３
億
６
３
３
４

万
７
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
の
１
億
４
６
９
７
万
４

千
円
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
施

行
の
条
例
改
正
に
伴
う
職
員
給
与

削
減
分
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

課
長
職
以
上
の
管
理
職
手
当
、
常

勤
特
別
職
給
与
削
減
分
１
０
８
４

万
９
千
円
と
10
月
か
ら
の
職
員
給

与
削
減
分
を
合
わ
せ
た
１
億
５
７

８
２
万
３
千
円
は
、
他
の
財
政
調

整
基
金
積
立
金
と
は
明
確
に
区
分

す
る
中
で
、平
成
26
年
度
以
降
に
、

減
災
・
防
災
事
業
、
地
域
活
性
化

等
の
緊
急
課
題
事
業
に
充
当
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
補
正
増
に
よ
り
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
る
財
源

の
一
部
は
、
地
方
交
付
税
削
減
に

よ
る
市
民
へ
の
影
響
を
回
避
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
一
念
か
ら
、

９
月
議
会
に
お
い
て
断
腸
の
思
い

で
賛
意
を
示
し
た
給
与
削
減
に
関

す
る
条
例
改
正
で
創
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
大
変
貴
重
な
財
源
で

す
。
こ
の
財
源
が
市
民
の
目
に
見

え
る
形
で
市
民
生
活
の
安
全
確
保
、

地
域
活
性
化
に
向
け
た
事
業
に
し

っ
か
り
と
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ら
事
業
実
施

に
向
け
た
市
職
員
の
方
の
ご
努
力

を
評
価
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

新
政
い
さ
ま
（
竹
田　

陽
介　
議
員
）

財
政
調
整
基
金
の
一
部　

約
１
億
６
千
万
円
を
活
用

事
業
実
施
に
向
け
た
職
員
の
努
力
を
評
価

　

▽
11
月
28
日　

開
会
、
会
期
決

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員

会
付
託

　

▽
12
月
５
日　

一
般
質
問

　

▽
12
月
６
日　

一
般
質
問

　

▽
12
月
９
日　

一
般
質
問

　

▽
12
月
20
日　

委
員
会
審
査
報

告･

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続

審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別

委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・
質

疑
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
議
員
派
遣
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提
案
説

明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）

省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
（
11
月
28
日
）

　

加
藤
陽
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

伊
藤
優
太
（
ざ
ま
大
志
会
）、
芥

川
薫
（
新
政
い
さ
ま
）、
守
谷
浩

一
（
日
本
共
産
党
）

　

討
論
（
12
月
20
日
）

　

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ

ト
）、
安
田
早
苗
（
公
明
党
）、
守

谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）、
伊
藤

優
太
（
ざ
ま
大
志
会
）、
沖
永
明

久
（
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
）、

竹
田
陽
介
（
新
政
い
さ
ま
）


